
科目名 材料組織学　（Microstructure of Materials）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

90 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　徳永　仁夫

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

材料の機械的性質・物理的性質などマクロな特性は原子間結合様式や結晶構造，結晶粒径などミク
ロな構造に強く依存する。本講義では、主として金属材料を対象として材料組織と材料特性の関連を
学習し，技術者として正しい材料選択をするための基礎知識を身につける。具体的には以下を到達目
標とする．
（１）代表的な金属材料の結晶構造を説明できる．
（２）基本的な状態図を説明できる。
（３）拡散変態とマルテンサイト変態の工業的応用を説明できる。

第2学年 生産システム工学 2 単位 選択 講義 前期

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

7つの結晶系，13のブラ
ベー格子について
technical termと図を交
えて説明できる．

7つの結晶系，13のブラ
ベー格子について図を
用いて説明できる．

7つの結晶系について説
明できる．

結晶系について説明で
きない．

学習・教育到達目標 (D)① JABEE基準１（２） (d)-(1)

到達目標
②

全率固溶型,，共晶型，
包晶型の平衡状態図の
読み取りができ，具体的
な合金を例に挙げること
ができる．

全率固溶型，共晶型の
平衡状態図の読み取り
ができる．

全率固溶型平衡状態図
の読み取りができる．

状態図の読み取りがで
きない．

到達目標
③

拡散変態とマルテンサイ
ト変態の定義が説明で
き，工業的応用例を1つ
ずつ挙げることができ
る．

拡散変態とマルテンサイ
ト変態の定義が説明で
きる．

マルテンサイト変態の定
義が説明できる．

マルテンサイト変態の定
義を説明できない．

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

総合評価割合 50 20 20 10

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【論理的思考力】

◎ ◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

◎ ◎ ◎ ◎

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

本講義を受講する上では，材料学,材料強度学，熱力学を履修していることが望ましい．また，教科書に加えて材料組織学
に関連した論文を教材として使用する．論文に関するレポートやプレゼンテーションを課す．単に教科書の記述を覚えるの
ではなく，実社会で使用されている材料と材料組織の関連を理解するとともに，材料組織の制御技術や研究動向について
も理解を深めること．

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

我々の身近に存在するものは全て材料からできています．また材料は，目的に応じて性質を変えることができます．これら
材料の性質は材料組織によって支配されています．この講義を通して，目には見えない材料組織と目に見える材料の性質
の関連を理解してください．

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 材料学，材料強度学

教科書 「材料組織学」高木節雄/津崎兼彰（朝倉書店）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

結晶と原子配列 結晶系とブラベー格子、結晶の対称性を理解す
る。

予習として教科書P1から9
を読んでおく

熱力学の基礎 一成分系の凝固過程と熱力学および相律を理解す
る。

予習として教科書P14から
19を読んでおく

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス 講義の概要とその進め方および評価方法と評価
基準について説明する。

平衡状態図(2) 共晶系、包晶系の状態図と組織変化を理解する。 予習として教科書P30から
34を読んでおく

中間まとめ 中間まとめとして演習を実施する．

二成分系の熱力学 二成分系材料の自由エネルギー変化と平衡相変態
を理解する。

予習として教科書P19から
24を読んでおく

平衡状態図(1) 全率固溶体を形成する系の組織変化とてこの法則を
理解する。

予習として教科書P24から
29を読んでおく

Fe-C合金と共析反応 Fe-C合金の共析組織と材料の性質の関係を理解す
る。

予習として教科書P54から
60を読んでおく

加工硬化と再結晶 回復、再結晶、粒成長の過程を理解する。 予習として教科書P66から
76を読んでおく

材料の組織と性質(1) 単相組織における組織と性質の関係を理解する。 予習として教科書P37から
45を読んでおく

材料の組織と性質(2) 複相組織における第２相の析出と析出強化について
理解する。

予習として教科書P48から
54を読んでおく

中間まとめ 中間まとめとして演習を実施する．

拡散変態 固体材料における拡散機構と拡散変態について理解
する。

予習として教科書P95から
98を読んでおく

マルテンサイト変態 マルテンサイト変態の定義や機構、工業材料への応
用について理解する。

予習として教科書P124か
ら133を読んでおく

期末試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

まとめ

全体学習事項のまとめを行う。

総　学　習　時　間　数 90 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間


